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校内研修の基本方針
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中央教育審議会の答申では、今後の教育の基本的な方向として、ゆとりの中で「生きる力」を育成することの重要性を打ち出している。同答申では「生きる力」とは、自分で課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断に、行動し、よりよく問題を解決する能力。自ら律しつつ、他人と協調し他人を思いやる心や感動する心など、豊かな人間性とたくましく生きるための健康や体力であるとしている。

そして、これからの学校教育においては、これまで知識の習得に偏りがちであった教育から、自ら学び、自ら考える力など「生きる力」を育成する教育へとその基調を転換していかなければならない。そのために、これからの学校は、生徒を「教師から教えられる生徒」でなく「自ら学ぶ生徒」と認識し、一人一人の生徒の個性を生かしながら、生徒たちが共に語り合い、共に学び合うというコミュニケーションを中心とした学びの場であるというパラダイムの転換を図っていく必要がある。

本校では、この時代の要請を受け、これからの学校のあり方を求めて、「〇〇〇〇〇〇〇〇〇」を研究主題として研究を進める。教職員が一体となって学校は生徒にとって楽しい所であり、学ぶ喜びと明日への希望がもてる場であると捉え、あらゆる教育活動の中で共通実践を積み重ねていく。特に、研究実践の特徴の一つに、本校に入学する生徒が不安や戸惑いを生じないよう、地元小学校との連携を深め、指導方針や教育方法を学なぶことが大切である。

そのため、本年度の校内研修の基本方針を、次のように定める。

【1】 授業にゆとりを持たせ、一人一人を生かしながら基礎・基本が定着できるように、教育課程を工夫・改善する。

【2】 可能な限り生徒主体の授業となるよう課題解決型学習のような授業改善を行う。

【3】 人一人の生徒の個性を生かし、豊かな人間関係が確立できるよう、特別活動、選択教科、学校行事、部活動、ボランティア活動など工夫・改善をする。

【4】 知識の習得を重視した授業でなく、それと同時に情意的な側面が育まれる教科・領域の指導法と評価法の工夫・改善を行う。

